
 ２０１１年 １０月２３日（日）１３：００キックオフ 会場 ：Honda都田サッカー場

天候 ：晴れ

Honda FC 1 1 カマタマーレ讃岐

　

　
　

所　属 得点

1 鋳造2 7

1 ﾌﾟｰﾘｰ加工 7

3 製造 3

 4 船外機管理 2

4 TM技術 2

得点 6 TM技術 1

1 17 6 品質管理 1

2 14 6 TM管理 1

2 14 6 TM組立 1

4 13 6 TM管理 1

5 11

6 10

6 10

6 10

9 9

後期 第12節
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鈴木　崇文 町田ｾﾞﾙﾋﾞｱ

宇野沢　祐次 長野ﾊﾟﾙｾｲﾛ

須藤　壮史

勝又　慶典 町田ｾﾞﾙﾋﾞｱ

水永　翔馬 V・ﾌｧｰﾚﾝ長崎

町田ｾﾞﾙﾋﾞｱ

松本山雅

若林　学 栃木ウーヴァ

ﾄﾞﾗｶﾞﾝ･ﾃﾞｨﾐｯﾁ

木島　徹也 川島　大樹

川嶋　正之

松田　正俊 ﾌﾞﾗｳﾌﾞﾘｯﾂ秋田

所　属選　　手　　名

有光　亮太 V・ﾌｧｰﾚﾝ長崎

観客：２４８１人

選　　手　　名

牧野　泰直

伊賀　貴一

中川　裕平

細貝　竜太

香川　大樹

柴田　潤一郎

吉村　和紘【JFL得点ランキング】※10月23日時点

【Ｈonda FC出場メンバー】

石橋

事務局長

【他会場カード】

【総合成績表】※消化試合数が異なります。10月23日時点の暫定順位となります。

第１３回 日本フットボールリーグ速報

ＰＳ 選　　手　　名 シュート 時間 交代選手 シュート

1 ＧＫ 清水谷　侑樹

2 川嶋　正之

3 中川　裕平

5 牧野　泰直

6 田阪　祐治

7 糸数　昌太

8 西　望実 76分 土屋　貴啓

24 香川　大樹 3

10 柴田　潤一郎 0 68分 細貝　竜太 1

11 伊賀　貴一 1

17 中村　祐哉 1 83分 吉村　和紘

ＤＦ

ＦＷ

ＭＦ

順位 勝点 試合 勝利 敗戦 引分 得点 失点 得失点

1 SAGAWA SHIGA FC 46 25 15 9 1 43 30 + 13

2 町田ゼルビア 42 24 12 6 6 48 24 + 24

3 松本山雅FC 42 25 12 7 6 45 31 + 14

4 AC長野パルセイロ 42 24 12 6 6 33 21 + 12

5 V･ファーレン長崎 41 25 11 6 8 42 31 + 11

6 ホンダロック 40 24 10 4 10 41 27 + 14

7 ツエーゲン金沢 39 25 11 8 6 36 27 + 9

8 カマタマーレ讃岐 38 24 11 8 5 35 32 + 3

9 FC琉球 37 24 11 9 4 33 28 + 5

10 Honda FC 36 24 10 8 6 27 26 + 1

11 ブラウブリッツ秋田 31 24 9 11 4 28 33 - 5

12 栃木ウーヴァFC 30 24 8 10 6 28 35 - 7

13 佐川印刷SC 29 25 8 12 5 30 49 - 19

14 MIOびわこ草津 24 24 7 14 3 31 52 - 21

15 アルテ高崎 22 24 5 12 7 28 42 - 14

16 横河武蔵野FC 21 23 6 14 3 20 27 - 7

17 ジェフリザーブズ 16 24 4 16 4 17 47 - 30

18 ソニー仙台FC 9 10 1 3 6 7 10 - 3

チーム名

【得点】

V・長崎 1-2 アルテ高崎

佐川印刷 0-1 ジェフR

MIOびわこ 3-1 長野ﾊﾟﾙｾｲﾛ

ﾂｴｰｹﾞﾝ金沢 2-3 ホンダロック

BB秋田 1-0 ソニー仙台

FC琉球 1-1 横河武蔵野

町田ｾﾞﾙﾋﾞｱ 2-1 SAGAWA

松本山雅 3-1 栃木ｳｰｳﾞｧ

【アシスト】５３分 香川 大樹（製造） 伊賀 貴一（ﾌﾟｰﾘｰ加工）

【Honda FC得点ランキング】

今季最多の２４８１人が見守る中、惜しくも１－１のドロー！

【ｽﾀｰﾃｨﾝｸﾞﾒﾝﾊﾞｰ】
【200試合出場の吉村選手】

【戦評】

【２戦連続ｺﾞｰﾙの香川選手】

前節7試合ぶりに勝利をつかみ、これからの上昇気流へ繋げる為に連勝が欲しいHonda FC。試合開始から前がかりでプレスをかけてくるカマタ

マーレ。相手のプレスに思うようにボールを動かせない序盤の９分。相手のフィードをキャッチした清水谷がキック寸前に素早いプレスをかけられ

る。相手に当たったボールは不運にも讃岐FWの足元へ転がりダイレクトシュートを決められ、思わぬ形で先制を許す。前半のうちに追いつきたい

Honda FCは、徐々にゴール前に近づくようになり、伊賀からゴール前の香川に合わせたボールはGKのセーブ、左サイドから中央走り込んで合わ

せた伊賀のシュートは枠を捉えたもののオフサイド。後半に入って足が止まった相手に対し攻めるHondaは53分、伊賀の突破からゴール前の香川

へパス。左足であわせたシュートが決まり同点に。逆転を狙い攻め続け62分、柴田のクロスにゴール前で伊賀のヘディングシュートは惜しくもGK

正面に。交代で入った細貝が右サイドで相手を交わしシュートを放つが、無情にもゴール前を横切り勝ち越し点とはならない。その後も攻めるが、

ゴールに至らず１－１で試合終了。残り9節、目の前の試合を全力で勝ちにいく。試合終了後に少年団115ﾁｰﾑが集結しHondaCUPの開会式が盛


